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第５章 今後の事業での取組に向けて

Ⅰ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた考察

 本研究では、ファミリー・サポート・センターにおいて、長年の課題となってきた「提供会

員の確保」の方策と、近年顕著になってきている「配慮の必要な家庭への支援」について、よ

り深い分析を行うために令和３年度に実施したアンケート調査のクロス集計・分析を行い、専

門的なデータ分析を行った。また、会員登録をしていない層も含め、事業を多様な視点から客

観的に検討するために、依頼会員になり得る子育て家庭の保護者と、提供会員になり得る世代

6,000 人を対象にインターネット調査を実施した。それから、事業の実態や対応についてそれ

ぞれの立場からの課題に関する実態を把握・分析した。ヒアリング調査も実施し、アンケート

調査で提供会員の確保が出来ている/増加したセンター、他機関との連携が出来ているセンタ

ー、そして会員（提供会員、依頼会員、両方会員）から、活動の実際について聞き取り、整理

した。 

 今後の事業の取組に向けて、アンケート調査とヒアリング調査を通した考察を行う。 

１ 提供会員の確保の方策

〇提供会員の不足に関するクロス集計による分析結果

～「提供会員の確保が出来ていると感じる群」は町内会等の小さいエリアでの広報を実施

 令和３年度のアドバイザー調査のクロス分析を行ったところ、提供会員比率は実際に増加し

ていても、不足感を感じているセンターがほとんどであることがわかった。 

 「提供会員の確保が出来ていると感じる群」と、「提供会員の確保が出来ていないと感じる

群」とを比較すると、「確保が出来ていると感じる群」は広報に関するすべての項目で効果を

感じていたが、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、会員枠の拡大や切り替えに

関する手立てを多く講じているにもかかわらず効果を実感していなかった。 

 「提供会員の確保が出来ている群」は、「町内会、地域」など比較的小さいエリアごとの広

報に力を入れていた。小さい範囲なら目が行き届き、反応があれば効果として実感しやすいこ

とが考えられる。一方で、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、「市の広報誌」

を最も多く使っていたが、対象範囲が広いため、なかなか効果を実感しにくいと思われる。 

 小さいエリアでの広報で効果を実感すればそれ以上に多くの手立てを行う必要性がなくなる

が、対象エリアが広がれば、なかなか効果を実感しにくいこともあって効果を得るまでに、様々

に手立てを増やし試行錯誤することとなる。 

 提供会員数を中央値より大きい大規模センター群と中小規模センターで分け、比較したとこ

ろ、大規模センター群の方が「不足している」と感じている割合が大きく、中小規模センター

群の方が充足していると感じている割合が有意に多かったことも同様の理由と思われる。実際

に提供会員の数が増えても「確保が出来ている」と実感できるというわけではなく、「会員数」

の増加だけをもって充足感に結びつくわけではない実態が明らかとなった。 
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〇提供会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩン方ἲの≧ἣ

～「確保が出来ていないと感じる群」がࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを活Ⓨに行っている

「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」の方が、提供会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを

活Ⓨに行っていることが明らかになった。ලయ的には、「提供会員・依頼会員ΰ合のイ࣋ント

ᆺのὶ会（バࣝーンアートなど）」、「活動のない提供会員へのಶู㟁ヰでのフ࢛ロー（

ὶ会・研ಟへのおㄏいや、≧ἣኚのヒアリング等）」、「活動のない提供会員へのಶูの㒑

㏦≀（広報含ࡴ）でのフ࢛ロー（ὶ会・研ಟへのおㄏいや、≧ἣኚのおたずࡡ等）」を行

っている割合が有意に多かった。 

 「提供会員の確保が出来ていない」というㄆ㆑がᖖにあり、確保のための手立てを行う必要

性をᙉく感じていることから、ὶ会を㛤ദして活動中の会員のࣔ࣋ࢳーࣙࢩンアッࣉにດめ

たり、活動のない提供会員には、᥀り㉳こしのための㟁ヰや㒑㏦によるフ࢛ローを✚ᴟ的に行

っていると思われる。 

 一方、「提供会員の確保が出来ていると感じる群」は、活動のない提供会員の᥀り㉳こし

を、「確保が出来ていないと感じる群」よりも行っていない割合が有意に㧗かった。᪤に確保

が出来ている、足りているというㄆ㆑があるため、活動のない会員にまでアࣉローࢳする必要

性はないと考えているとᐃされる。 

 提供会員の確保が出来ていると感じるか感じていないかによって、センターの会員とのࢥミ

  。られることがわかったࡳンの方ἲにも㐪いがࣙࢩケーࢽࣗ

〇講⩦会の㉁の確保の㔜要性

 令和３年度のアンケート調査のクロス集計の結果、講⩦会の項目数の多さや㛫の長さと提

供会員の数に有意な関ಀはㄆめられなかった。 

 また、規模ูで比較したところ、中小規模のセンターは、ᅜのᇶ‽である � 項目 �� 㛫の講

⩦を実施しなかった割合が有意に㧗かったことがわかった。 

 ヒアリング調査においても、提供会員の㣴ᡂ講⩦の㉁と㔞について、ಶ々のセンターにより

考え方に㐪いがあった。≉に小規模のセンターは、そもそもᑡない人員で㛤ദしなければいけ

ないことから、大規模センターと比べて講⩦会㐠Ⴀにかかる㈇Ⲵがより大きくなるという実態

もあり、小規模のセンターにとって、�項目 ��㛫の講⩦実施はࣁードࣝが㧗いと感じられる

ともいえる。 

 一方で、子育て支援のᏳ性や㉁の確保が♫会的にồめられるようになってきている≧ἣୗ

において、講⩦会の㔜要性は増している。 

 インターネット調査からも、子どもを㡸けるにあたって「㡸かる人がಙ頼できること」を最

も㧗い割合で㔜要視する結果が得られ、講⩦会のཷ講をᏳᚰやಙ頼のᢸ保として必要とする意

ぢが多く、中でも、�項目 �� 㛫の講⩦では足りないといった意ぢも」数ぢཷけられた。 

 クロス集計の分析結果からも、講⩦会の項目数や㛫をᑡなくして㈇ᢸをῶらしたとしても、

提供会員の確保には結びつくわけではないとゝえることから、講⩦会の㉁・㔞いずれも⌧ᅾの

ᇶ‽を⥔ᣢしていくことが㔜要であり、講⩦会の充実は♫会からのಙ頼のᇶ┙になると思われ

る。 
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〇提供会員㣴ᡂ講⩦で行われていたᕤኵ

 講⩦会のᕤኵとして、地域≉性や実施యがᣢつᙉࡳをもとに、ཷ講しやすい⎔ቃ࡙くりが

様々なᙧで試ࡳられていた。 

 ・講⩦会を㨩力あるものに充実さࡏる 

 ・スタン࢝ࣉードにより㐩ᡂ感を得られるけ 

 ・クඣきの実施 

 ・㛤ദ᭙᪥・㛫の検討（対象層に合わࡏ近㞄市町と連携することで不足分の講ᗙを⿵う） 

このような講⩦会のᕤኵは、₯ᅾ的な提供会員の確保につながっている様子である。 

〇提供会員になった動機や活動への意㆑

～クロス集計の結果、「人と᥋することや、┦手の考えを理ゎする力を㌟につけたい」という

動機がඹ通項目に

 令和３年度のアンケートのクロス集計で、ㄆ▱⤒㊰のഴ向（提供会員調査）と、ձ提供会員

確保の不足感/充足感およびղ提供会員の増ῶ率、୪びにճ提供会員の割合が増加したグࣝーࣉ

について比較した結果、ձ提供会員が充足している群は、提供会員になった理由のഴ向として

「人や࿘りの人に頼まれたから」「⮬分の視㔝を広ࡆたいから」に有意にᅇ⟅していること

が明らかとなった。 

 また、「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟にけたいから」「地域

や♫会のことを▱りたいから」にも有意ഴ向が明らかとなった。 

 ղ増ῶ率が㧗かった群では、「ᑵປへのスࢸッࣉとしたいから」、「事や活動に必要な▱

㆑やスࣝ࢟を取得したいから」に有意がㄆめられた。また、「人と᥋することや、┦手のẼᣢ

や考えを理ゎする力を㌟にけたいから」「ᣢっている㈨᱁を活かしたいから」「人や࿘ࡕ

りの人に頼まれたから」「活動に対する⮬分の㐺性を▱りたい・やりたい事をぢつけたいか

ら」に有意ᕪがㄆめられた。 

 ճ提供会員が増加した群は、「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟に

けたいから」、「ᑵປへのスࢸッࣉとしたいから」、「事や活動に必要な▱㆑やスࣝ࢟を

取得したいから」と有意にᅇ⟅していることが明らかとなった。 

 また「活動に対する⮬分の㐺性を▱りたい・やりたい事をぢつけたいから」、「家᪘、

人、⫋場などからホ౯される、ㄆめられるから」、「⮬分の視㔝を広ࡆたいから」とのᅇ⟅に

有意ഴ向があることが明らかとなった。 

 上グでᣲࡆられた項目のほとんどが㸰つの群にඹ通してᣲࡆられていた。中でも３つの群す

べてにඹ通してᣲࡆられたのは「人と᥋することや、┦手のẼᣢࡕや考えを理ゎする力を㌟に

けたいから」であった。一方、提供会員の確保が出来ていないと感じる群では、有意な項目

はなかった。 

 なお、インターネット調査では、提供会員になった動機は「ᅔっている人の手ຓけをしたい、

人のᙺに立ࡕたいから」、「㛫にవ⿱ができたから」、「ᴦしそう、子どもがዲきだから」

の㡰で、令和３年度アンケートの༢⣧集計の㡰と同様のഴ向がぢられた。 

 今年度実施した、３つの群のクロス集計では、༢⣧集計の結果と㐪って、他・ዊの⢭⚄
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からだけでなく、⮬㌟のスࣝ࢟アッࣉ、ᑵປへ‽ഛẁ㝵など、様々な動機が有意に関ಀしてい

ることがわかった。これらの結果はさらなる分析が必要と思われる。 

〇提供会員になったㄆ▱⤒㊰

～クロス集計の結果、「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、会㆟等での࿘▱」に効果

 令和３年度アンケート調査のクロス集計において、提供会員調査との⣣けとして、ձㄆ▱

⤒㊰のഴ向（提供会員調査）と提供会員確保の不足感/充足感およびղ提供会員の増ῶ率、୪び

にճ提供会員の割合が増加したグࣝーࣉ、の３群ごとで比較分析したところ、ㄆ▱⤒㊰として

３つの群のいずれにおいても有意に多い結果となったのが「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、

会㆟等での࿘▱」であることがわかった。ղ、ճは、上グに加え「Ẹ㛫施タでの広報（ၟ業施

タ等）」も有意に多いことが明らかとなった。 

 令和３年度アンケート調査でも「子育て関連施タ、子育てイ࣋ント、会㆟等での࿘▱」に効

果が㧗かったが、上でなかった「Ẹ㛫施タでの広報（ၟ業施タ等）」も効果があることもわ

かった。᪥㡭から子育て支援に関ᚰをᣢࡕ、እに意㆑を向け行動しているఫẸを対象とした࿘

▱が効果的であるとゝえる。 

 一方で、提供会員の確保が出来ていないと感じる群は、ㄆ▱⤒㊰として「市の広報」とᅇ⟅

した割合が有意に多いことが明らかとなった。「市の広報誌」は、インターネット調査では、

効果的だったというᅇ⟅が㸵割を㉸え、最も有効な広報手ẁであったとの結果であった。提供

会員世代が広く目を通す፹యという意では࿘▱の意があると思われるが、これを「会員登

録」にまでつなࡆるためには、ある⛬度㛫がかかったり、広報誌だけでなくูのアࣉローࢳ

を組ࡳ合わࡏて実施していく必要があると思われる。 

 ヒアリング調査からは、提供会員となったきっかけとして、㌟近な人（人、実子、実子の

⩦い事のඛ⏕）が依頼会員として⏝していた様子をぢながら関ᚰをᣢつようになったという

エࢯࣆードが聞かれ、活動の実際の様子を㛫近でぢることでලయ的イ࣓ーࢪがわき、一Ṍを踏

 。たことがわかるࡏ出ࡳ

㸰 配慮の必要な家庭への支援

〇ファミサポの活動での対応≧ἣ～多様な家庭への援ຓと提供会員の不足の実

 令和３年度アンケート調査のクロス集計の結果をぢると、「提供会員の確保が出来ていない

と感じる群」は、「確保出来ている群」より、多様な⫼ᬒや考え方をᣢった家庭と関わってい

る㢖度が多いことが明らかとなった。≉に有意によく関わっているのは、「ぶがዷፎ中の家

庭」、「ࡦとりぶ家庭」、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀がいがある子ども」で、関わり㢖度が多かった。

「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」が「確保出来ている群」と比較して、よく関わ

っているもので有意に多かったのは、「Ⓨ㐩の㐜れや㞀がいがある子ども」、「アࣞࣝࢠーの

ある子ども」、「ぶが⢭⚄的なᝈのある家庭」、「ࡦとりぶ家庭」、「㧗㱋出⏘の家庭」、

「多⫾育ඣ家庭」、「ぶがዷፎ中の家庭」、「ファミサポへ㐣度に依Ꮡする家庭」、「Ᏻ౯な

 。ー代わりに㢖ᅇ⏝している家庭」の㸷項目であったࢩッターやᏳ౯なタクࢩーࣅ࣋

 その他、⣙㸵割の項目（�6 項中、�� 項）で、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」
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が、「確保出来ている群」より、有意（有意ഴ向含ࡴ）によく関わっている結果となった。そ

の㏫の結果は一つもなかったことから、「提供会員の確保が出来ていないと感じる群」は、

「確保出来ている群」より、有意に多様な⫼ᬒをもった家庭に関わっていることが明らかとな

った。 

 ᅔ㞴家庭への対応に関しては、援ຓをㄡにでも依頼できるわけではなく、ごく㝈られた会員

に೫りがࡕであることから、提供会員の確保が出来ていないと感じることとなり、このような

結果となったと᥎察され、提供会員の不足の実をᫎし出しているとゝえる。 

〇関ಀ機関との連携、行ᨻとの連携の実態

 令和３年度アンケート調査のクロス集計の結果から、関ಀ機関と連携している割合が㧗いの

は、「提供会員の確保が出来ている群」であった。ᅔ㞴な家庭への対応に関する┦ㄯであった

り、報ඹ有やファミサポがేタされていたり、講ᖌの依頼等、様々なᙧで地域の関ಀ機関と

のネット࣡ークをᙧᡂしている様子がうかがわれた。 

 ✚ᴟ的に他機関と連携することで、ᅔ㞴事に対してもファミサポだけでᢪえ㎸まずに他機

関に対応を依頼し、結果的に提供会員が不足していないと感じられる≧ἣになっているとも考

えられる。 

 ヒアリング調査では、」合的なᅔ㞴をᢪえる家庭に対し、実施యの組⧊の≉性を活かしな

がら、行ᨻとಙ頼関ಀを⠏き、その関ಀをᅵྎとして地域の他の関ಀ機関もᕳき㎸ࡳながら、

会員の家庭をぢᏲっていく様子を⫈くことができた。≧ἣに応じた多様なᙧでの連携が行われ

ていた。 

 また、ファミサポ事業のᙅࡳ（ࢽーࢬ把握と報Ⓨಙ力）を、ࡦろば事業との連携で⿵うな

ど、多事業ᒎ㛤の中でそれぞれの事業のᙉを活かし活動の活性につながったという事も

あった。ࡦろばとの連携（වົ）యไをとったことで、ࡦろばとファミサポのスタッフ㛫での

報ඹ有や意思通が深まりスタッフの意㆑ᨵ㠉にもつながったዲ事である。  

〇行ᨻの事業理ゎの必要性

 ヒアリング調査を通して、ファミサポが、地域の子育て支援の中で㔜要な支援のࡦとつとし

てのᙺ割を果たしている様子がわかってきた。≉に、ไ度の㝽㛫を⮬ᅾに࢝バーできᰂ㌾に動

けるところがファミサポのᙉࡳであり、その一方で、ࣁイリスクな家庭への支援もᮇᚅされて

しまうところでもある。アドバイザーはᖖに提供会員への㈇ᢸをẼにかけ࣐ッࢳングにⱞ慮す

る⌧≧もうかがえた。 

 行ᨻからの㐣度な依頼に対し、家庭ඣ❺┦ㄯᐊ⫋員、保ᖌ、ຓ⏘ᖌ、保育ᅬ長、㉥ࡷࡕん

ゼၥ員などの関ಀ者へのファミサポ事業のㄝ明を実施したところ、事業理ゎが深まりᅔ㞴な依

頼がῶᑡしたというエࢯࣆードが⤂された。行ᨻをはじめ、関ಀ者の事業理ゎは㐺ṇな連携

に不ྍḞな要⣲であると考えられる。 

 また、ヒアリングの事から、連携における課題として、他機関や他事業と連携するにあた

って必要なಶ人報がඹ有できない㞴しさを実感しているケースもぢཷけられた。 
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〇ファミサポでの関わりのᕤኵ

～専門⫋でない、同じ地域ఫẸによる支え合いのᣢつྍ⬟性

 会員からのヒアリングからは、ファミサポでの活動を通じて会員同ኈが支え合い、ಙ頼し合

い、 かなつながりが⠏かれている活動の実際の様子がうかがえた。

提供会員は、活動を通じて提供会員やその家᪘が依頼会員の子どもとのࡩれあいをᴦしࡳ

。ほか、提供会員が⮬㌟の子育てをり㏉るきっかけにもなっていたࡪれあいを通じてᏛࡩ

依頼会員は、ᘬ㉺ඛで㌟近に頼れる㡸けඛがないなど、ᕪし㏕った≧ἣから登録を行ってい

る様子がうかがえた。そのような中、依頼会員にとって、提供会員が㌟近な♽∗ẕ代わりとな

り、子どもの≉性に関するヰをඹ有したり事のᝎࡳを┦ㄯするなど、依頼会員の⢭⚄的な支

えとなっているというኌが数多く聞かれた。⥅⥆的な⏝のなかで、提供会員とのಙ頼関ಀが

ᑡしずつ⠏かれ、ಙ頼がᦂるࡂないものになっていくことがఏわってきた。 

〇アドバイザーにồめられる機⬟

～┦援ຓ活動のな㐠Ⴀに不ྍḞなᙺ割

 ヒアリング調査を通じて、アドバイザーは、࣐ッࢳングをはじめ、会員と会員をつなࡂ、

Ᏻᚰ・Ᏻな活動を支える㔜要なᙺ割を果たしていることがわかった。 

 提供会員に対しては、࣐ッࢳングのに⣽かいことを⫈き取りながら不Ᏻ要⣲を取り㝖き

活動に入れるようにしたり、ఱẼない世㛫ヰをしながら人や≧ἣを把握し࣐ッࢳングに活

かしたりしている。 

 会員登録して㛫を✵けないように依頼を入れたり、はじめは㏦㏄からスタートして、ᚎ々

に㡸かりに⛣行していき、多様な家庭への支援へとẁ㝵的に活動のᖜを広ࡆたり、提供会員

の㈇ᢸをᖖにẼ㐵い、ఱかあったらアドバイザー員がバックアッࣉするからと、Ᏻᚰ感を

ᣢって活動に⮫んでもらえるよう意㆑している。 

 依頼会員に対しても、入会の際のᑀなㄝ明や、㢦合わࡏの㛫の༑分な確保により、不

ᏳのないようᏳᚰして㡸けられるよう配慮をᛰらない。 

 会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを大事にし、会員の⤒㦂、人、㐺性等をぢᴟめながら、依

頼会員の多様な要ᮃにἢうような࣐ッࢳングを行っており、࣐ッࢳングに対しての⤂㈐௵

の㔜要性を⮬ぬしたࢥーデネートをඹ通ㄆ㆑としているというヰもあった。 

 依頼会員の数に比べ提供会員数がᑡない中で、ᅔ㞴事の依頼は≉ᐃの提供会員に೫って

しまうことに課題感をᣢࡕつつ、㝈られた᮲௳の中で考え得る最㐺な࣐ッࢳングを模⣴し⥆

けている。方の会員が⣡得のいく࣐ッࢳングが出来ているのは、アドバイザーの᪥々の業

ົ⤒㦂から✚されたぢᴟめのุ᩿力の㧗さによるものといえる。 

 いずれのセンターにおいても、アドバイザーは、会員とのࢥミࣗࢽケーࣙࢩンを㔜要視し、

会員とのಙ頼関ಀをᵓ⠏しながら、㧗いࢥーデネート力・調整力をⓎしかつᏳᚰ感

のあるセンター㐠Ⴀを行っており、専門性の㧗さがồめられる業ົであるといえる。 
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３ その他 事業య

〇「会員登録をしない理由」

～依頼会員になり得る子育て家庭の保護者

 インターネット調査では、「依頼会員になり得る子育て家庭の保護者層」に対して、ファミ

サポ事業を▱っていても会員登録をしないとᅇ⟅した人にその理由を聞いた。 

�割が「依頼する必要がなかったから」であったが、それ以እの理由は、多かった㡰に「

⏝ᩱ㔠が㧗いから」、「使いにくそうだから」、「他人に㡸けることにᢠがあるから」がᣲ

 。られたࡆ

「⏝ᩱ㔠が㧗いから」に関しては、⌧ᅾのファミサポの⏝ᩱ㔠は、600 ～�00 /㛫

と、ྛ㒔㐨ᗓ┴の最ప㈤㔠にも‶たない。ࣅ࣋ーࢩッター等のサーࣅスと比べてもᏳ౯である。

ูのタၥで会員登録をした理由を聞いた際も、「⏝ᩱ㔠がᏳい」が �にᣲࡆられていた。

しかし、この㔠㢠を㧗いと感じる子育て家庭の保護者がいることを♧した結果であるといえ

る。子どもの年㱋が �～�ṓまでの子育て家庭の保護者にそのഴ向がᙉくなっている。 

「使いにくそうだから」は、本事業を⏝するにあたっての手㡰や、㡸かりの㛤ጞまでのࣉ

ロセスに㛫を要すること等、ไ度タ計の」㞧さに㉳ᅉするものと考えられ、子どもの年㱋が

ዷፎ中～�ṓまでの子育て家庭の保護者にそのഴ向がᙉくぢられた。

「他人に㡸けることにᢠがあるから」は、子どもの年㱋が �～6ṓまでの子育て家庭の保

護者にそのഴ向がᙉかった。 

会員登録がス࣒ーࢬにでき、㈇ᢸ感を感じずẼ㍍に子育て家庭に⏝してもらえるよう、こ

れらの課題についてཎᅉやネックとなっていることについて検討し、ᕤኵや対策を講じること

が必要である。

〇子どもを㡸ける際に㔜視する点と子どもの㡸けඛの実際

 インターネット調査では、「依頼会員になり得る子育て家庭の保護者層」に対して、子育て

家庭の実態を把握するために、子どもを㡸かってほしいにఱを㔜視するかと実際の㡸けඛに

ついて聞いた。

「子どもを㡸かってほしいと思った⤒㦂がある」とᅇ⟅した㸴割の層に対し、㡸ける際に㔜

要視している点を聞くと、１は「㡸かってくれる人がಙ頼できること」と㸳割近くがᅇ⟅し、

㸰の「⏝ᩱ㔠がᏳいこと」を㸰ಸ以上も上ᅇった。３以ୗは「㡸かってほしい、いつ

でもすࡄに㡸けられること」、「⏝しやすいこと」、「㡸かってくれる人が専門㈨᱁をᣢっ

ていること」と⥆くが、いずれも１割にも‶たない割合であった。

インターネット調査のᅇ⟅を広く一⯡のఫẸの実態に近いものとᤊえると、⌧ᅾ、ᡃがᅜの

多くの子育て家庭では、㡸かってくれる人が「ಙ頼できること」が㠀ᖖに㔜要で、子どものᏳ

ᚰ・Ᏻの確保を最ඃඛに考えて㡸けඛを㑅んでいることが᥎察できる。⮬由意ぢからも、「他

人に子どもを㡸けること」へのᢠ感、不Ᏻ感をッえる意ぢが数多くぢられ、ࣗࢽース等で報

じられている「不㐺切な保育」が⧞り㏉されている⌧≧への不ಙ感が⾲れていた。 

実際の子どもの㡸けඛを聞くと、「♽∗ẕ」が �割を㉸えてᅽಽ的に多かった。ḟは「㡸か

りඛがࡳつからなかった（⮬分でこどもをࡳた）」が ��� 割と⥆き、「බ的な支援サーࣅスを
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⏝する」は ��6 割とపい割合に␃まっていた。 

 地域ఫẸが同じఫẸとしていにಙ頼関ಀを⠏きながら子どものᏳᚰ・Ᏻを最ඃඛに考え

地域の子育てをぢᏲるファミサポ事業は、子育て家庭の保護者のࢽーࢬに㐺合する事業である

と考えられ、今後の活⏝がᮇᚅできる事業であるとゝえる。  

〇ファミリー・サポート・センター事業のㄆ▱度のపさと事業理ゎの必要性

 今ᅇのึめてインターネット調査を実施し、ファミリー・サポート・センター事業に対する

ㄆ▱がపいことをᨵめて▱ることとなった。 

 ファミリー・サポート・センターのイ࣓ーࢪについてのタၥに対しても、「依頼会員となり

得る子育て家庭の保護者」、「提供会員となり得る世代」のいずれも、「ಙ頼できる」、「専

門性が㧗い」という点に対してはポࣈࢸࢪなホ౯が得られたが、「⏝しにくい」「手⥆き

がわかりにくい」といったネࣈࢸ࢞なホ౯のほうがポࣈࢸࢪなホ౯を上ᅇっていた。 

 「⏝しにくさ」や「手⥆きのわかりにくさ」については、会員登録しない理由でもᣲࡆら

れており、会員登録へのࣔ࣋ࢳーࣙࢩンをୗࡆる大きな要ᅉとなっているとᐃされる。 

 とりわけ、「会員登録しない理由」のࡳならず、ファミサポ事業の༳象に「⏝しにくい」

「手⥆きがわかりにくい」といったネࣈࢸ࢞な内ᐜの割合が多かったことは┿ᦸにཷけṆめ

なければならない。加えて、⮬由意ぢには「どこでಙ頼性をุ᩿したらいいのかわからない」

「≢⨥Ṕのある人は登録できないこと」など、今㢖Ⓨしている不㐺切な保育者による事௳の

ᙳ㡪によるものと思われるが、ファミサポに㝈らず子育て支援事業⯡に対する不ಙ感がぢて

取れ、ファミサポ事業を▱らない、あるいは⏝したことの↓い方々から事業へのཝしい目が

向けられることもあるとㄆ㆑さࡏられた。 

提供会員の確保のためには、これらの課題をᨵၿしないといけない。まずはファミサポ事業

のㄆ▱度を向上さࡏ、┦援ຓ活動への理ゎをᾐ㏱さࡏていくことが必要である。 
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ϩ アンケート調査・ヒアリング調査を踏まえた提ゝ

 アンケート調査・ヒアリング調査の結果から明らかになった課題より、今後の検討すべき点

は以ୗのとおり考えられる。 

１ 提供会員の確保について

〇ࣛ࣎ンࢸアとしての活動の範囲のぢ┤し

フファミサポの活動内ᐜが多様、」㞧している≧ἣを踏まえ、本来のఫẸ同ኈの┦援ຓ

活動としての「できる範囲でᑡしずつ手をᕪしఙべる」活動と、㞴᫆度が㧗いᅔ㞴事への対

応となる活動と、ᇶ‽を分けて実施する必要がある。 

 それにకい、ᅔ㞴事への対応に関しては、提供会員への㈇ᢸが増えることから、活動の㞴

᫆度にぢ合った報㓘㢠をᐃめることがጇᙜである。 

 ┦援ຓ活動として、子どもとのࡩれあいをᴦしんだり、会員同ኈの関わりを通じてẼ࡙き

やᏛびを得たり、あるいは、様々な関わりを通じて⮬分のྍ⬟性を広ࡆたり、地域ఫẸ同ኈの

ಙ頼関ಀを⠏きながら、地域で㇏かにᬽらࡏるような活動が、本来のあるべきጼであり、ᑡし

㛫が✵いたにẼ㍍にサポートできるようになれば、活動の㛫が出しやすくなると考えら

れ、会員にならない理由として多くᣲࡆられた「㛫がないから」のゎᾘにもつながる。 

 また、「ఱかあったの㈐௵」が提供会員の⢭⚄的な㈇ᢸとなり、会員確保の㞀ቨとならな

いために、事ᨾ等のトࣛࣝࣈがあったの㈐௵が提供会員ಶ人に㈇わされるのではなく、セン

ターが㠃的に調整ᙺとなり㈐௵をᣢって‶なゎỴにᑾ力することを๓㠃に出し、Ᏻᚰして

活動にあたってもらえるようにする。 

〇ファミリー・サポート・センター事業における㏦㏄の⨨けのぢ┤し

 ㏦㏄は、ぶの㒔合で⩦い事に通う機会がኻわれることのないよう、子どもにとっても必要な

支援であり、⚟♴的な支援としてもその必要性を多くのセンターがㄆ㆑しており、ファミサポ

の事業において㔜要な活動のࡦとつであるということが確ㄆできた。

㏦㏄の活動は⮬家⏝㌴の⏝が多く、スࣔーࣝスࢸッࣉとして、㏦㏄から活動をጞめるとい

う方ἲも考えられる。提供会員の確保の観点からは⏨性がཧ⏬しやすい活動であり⏨性会員の

確保がᮇᚅできる。

しかしながら、Ᏻ上がりな⛣動手ẁとしてᏳ᫆にሿや⩦い事の㏦㏄に㢖⦾に⏝する保護者

は一ᐃの割合でᏑᅾし、そのためにより支援が必要な依頼に提供会員が確保できなくなる事態

は㑊けなければならない。他の事業との連携等により切り分ける等の必要がある。 

 また、⮬動㌴保㝤の㈺ൾ㈐௵保㝤にあたる⿵ൾが⌧ᅾの事業の⿵ൾไ度では࢝バー出来てお

らず、会員ಶ人の௵意保㝤に頼っているのが⌧≧である。⮬動㌴での㏦㏄での事ᨾの⿵ൾをど

うしていくべきか検討し、Ᏻᚰ・Ᏻな活動を保㞀する必要がある。 
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㸰 配慮の必要な家庭への支援について

〇行ᨻとの連携యไのᙉの必要性

地域事や実施యの≉性などにより行ᨻとの連携にᕪがあることや、ࣁイリスク家庭に関

わる依頼が行ᨻからᙜ↛のようにファミサポにᅇってくるといった実態を聞くが、いずれも、

行ᨻがファミサポの事業をṇしく理ゎ出来ていないことが要ᅉと思われる。

このため、行ᨻのファミサポᢸᙜはじめ関ಀ㒊⨫のᢸᙜ者に対し、アドバイザーが事業ㄝ明

を行うとともに、ファミサポの対応範囲や連携方ἲについて༠㆟するようにする。

これにより、行ᨻからのᅔ㞴事の依頼も㐺ṇをᅗる。 

また、ヒアリングの事から、連携における課題として、他機関や他事業と連携するにあた

って必要なಶ人報がඹ有できない㞴しさを実感しているケースもぢཷけられた。 

〇講⩦会のぢ┤し

 子どもを㡸ける際には「㡸ける人がಙ頼できること」が㔜視され、他人に㡸けることへの

ᢠ感・不Ᏻ感がᙉく、Ᏻᚰして㡸けてもらうためにも、専門性を㧗めるための講⩦会のཷ講は

┈々必要となる。ファミサポの事業を子どもをᏳᚰして㡸けられる事業としてᅜ的にㄆ▱を

㧗めていくためにも、センターによって講⩦会の㉁・㔞がまࡕまࡕであったりすることはᮃま

しくないと思われる。

このため、ᅜから提♧された᥎ዡ࢝リ࣒ࣛࣗ࢟（�項目・�� 㛫）をᇶ本として、小規模の

センターでもどのようにしたら実施できるのかについてのᕤኵを検討する必要がある。ే 、てࡏ

┤の内ᐜについても、ᡃがᅜの子育て支援の最᪂動向を踏まえ、項目や㛫のぢ࣒ࣛࣗ࢟リ࢝

しも必要に応じて行う。ཎ๎的には対㠃での講⩦を᥎ዡするが、ཷ講機会のಁ㐍のため࢜ンࣛ

インでの実施もྍ⬟とする。ただし、࢜ンࣛインでの講⩦を行う際は、講⩦会の㉁の⥔ᣢ・確

保のためのᕤኵが必要である。 

〇アドバイザーのᚅ㐝ᨵၿ

 今ᅇの調査でも、アドバイザーにồめられる専門性の㧗さがᨵめて確ㄆされたところである

が、大規模センターと小規模センターとでは㐠Ⴀ実態が㐪うことも明らかになってきた。 

 ⌧≧では㔠のᇶ‽が会員数によるものであるため、アドバイザーの業ົ内ᐜは同じであ

るのに、小規模のセンターでは人員が༑分に配⨨できず、結果としてアドバイザーの㈇ᢸが大

きくなる。そこで、㔠のᇶ‽をアドバイザーの配⨨人数とすれば、アドバイザーの人員数

に応じて㞠⏝がᏳᐃすると思われ、アドバイザーのᚅ㐝ᨵၿにつながるのではと思われる。

また、アドバイザーのスࣝ࢟アッࣉも㔜要であり、研ಟの機会の確保がồめられる。 

３ その他、事業య

〇提供会員の報㓘について

 ファミサポの活動は、┦援ຓ活動であり㔠㖹を目的に行うものではないことから、600 

～�00 /㛫というᏳい౯᱁ᖏで長い㛫ᤣえ⨨かれてきたのが⌧≧である。その一方で、子ど

もをᏳᚰ・Ᏻに㡸かる㈐௵は㔜く、そのᩱ㔠として、最ప㈤㔠にも‶たない㔠㢠で活動して
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いただくにはᏳいのではないかという意ぢもヒアリング調査やインターネット調査からも聞か

れた。 

 ⏝ᩱ㔠の値上ࡆについては、依頼会員である子育て家庭の保護者の家計に㈇ᢸをかけるこ

とになり、ᅜの施策として子育て家庭への⤒῭的支援がᙉされる⌧≧において⌧実的ではな

い。報㓘㢠�⏝ᩱ㔠�の値上ࡆという方ἲではなく、⮬యが⏝ᩱの⿵ຓを行うことで提供

会員の報㓘㢠を増㢠することが⌧実にぢ合った㐺切な方ἲである。

〇事業の࿘▱の必要性

 今ᅇの調査でᨵめて事業のㄆ▱度のపさがᣦされたところであり、≉に提供会員となり得

る世代のㄆ▱度はపかったことに加え子育て支援の活動への関ᚰもపかった。 

 事業を▱らない人々は₯ᅾ的活動者であるともいえる。しかも、「地域ఫẸによる子育て支

援の必要性」についてはㄆ㆑している割合が㧗く、ᑗ来の支援のᢸい手としてᮇᚅできる要⣲

も大きい。 

 ₯ᅾ的活動者に向けて、┦援ຓ活動の意⩏をఏえ、活動への理ゎや関ᚰを得ることが必要

である。ㄆ▱度向上のためにᅜや⮬యによる࿘▱・広報を行い、ᅜ༊にまでㄆ▱を広める

ことがồめられている。 
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第６章 総括的な結論

Ⅰ 総括的な結論

  変わりゆく時代のなかでファミリー・サポート・センター事業のあるべき姿とは

 今回のアンケート調査のクロス分析では、特に、比較的小さいエリア単位での広報を行った

方が、大きいエリアよりも効果を実感できるという結果が得られたり、「確保出来ていると感

じていない群」が積極的に手だてを講じていたり、これまで考えたことのない有意な関係も明

らかになり、地域に密着した広報の重要性が改めて確認できたりと、いつもとは違った視点か

ら課題を捉えることが出来た。 

提供会員が「確保出来ている」という実感を得ることが難しい中、あらゆる工夫や手をつく

してその効果や手ごたえを可能な限り探りつつ、「確保出来ていない」と感じ、日々取り組み

を続けているアドバイザーの努力が偲ばれた。

さらに、インターネット調査により、ファミサポを利用したことのない層からの意見も初め

て知ることができた。その結果、事業の認知度が想定していた以上に低く、多くの層が事業に

関心も持っていなかったことは、重く受け止めなければならない。 

ヒアリング調査でも、行政や関係機関でも事業の理解が進んでいないことがわかったが、事

業をレクチャーして理解してもらったところ、困難な依頼がなくなったという事例は大変印象

的だった。「相互援助活動」について正しく周知して、事業を理解していただくことが必要で

あることがわかった。一歩を踏み出して実際に活動を始めれば、会員同士が関わり合う中で信

頼関係が築かれ、地域に子どもを中心としたゆるやかな人々のつながりが生まれていくことが

必ず実感できるのである。

インターネット調査で指摘のあった「利用のしにくさ」「手続きのわかりにくさ」について

も、事業の理解が進めば解決できる部分は多いと思われるが、利用方法や手続きの過程に改善

の余地はないのか考えることも重要である。新たなやり方として、インターネットや SNS、動

画、ペーパーレスなど新しいテクノロジーを活用できる可能性も検討していく時代になってき

ているように思われる。 

少子化が進み、時代が変わっていく中でも、ファミリー・サポート・センター事業は、提供

会員、依頼会員それぞれにとって「必要とされる事業」でなければいけない。「相互援助活動」

であるという共通の基盤の上に立ち、時代の変化にも適応しながら、柔軟にニーズに対応して

いく。他機関との連携の中で、他の事業ではカバーできない隙間を埋め、地域における子育て

支援に関わる人々や組織をゆるやかにつなぎ、子育てを安心感をもって行える地域づくり、街

づくりのために多くの人々が関わりを持てる事業として、これからも、地域の人々から必要と

され、無くてはならない事業であり続けられるよう、歩みを続けていく必要がある。 
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ϩ 今ᚋの取り組ࡴべきලయ的な方⟇についての提ゝ

➨㸳❶で♧した考ᐹおよࡧ提ゝのෆᐜを踏まえ、今ᚋ、取り組ࡴべきファミリー・サポー

ト・センター事業の方⟇についての提ゝを以ୗのとおりᩚ理した。 

�アドバイザーのᚅ㐝改善�

㔠支⤥要௳の変᭦ࠐ

 ファミリー・サポート・センター事業の㐠Ⴀ㈝は、⌧ᅾは会員ᩘを基‽にタ定されている。 

しかし、センター㐠Ⴀ業ົとして、会員Ⓩ㘓ㄝ明会の㛤ദ、講⩦会の㛤ദ、事業の周知・広

報、提供会員の確保のためのア࢘トリーチ活動、会報ㄅのⓎ行のか、会員ᩘ㸦会員つᶍ㸧に

関係なく必要な業ົはᩘ多く、日㡭の࣐ッチングや会員の対応➼だけでも時間を要ࡍるのに

もかかわらず、これらの業ົをアドバイザーが �人యไでこなしているセンターが � 以上で

ある㸦௧㸱ᖺ度アンケート調査より㸧。手ཌい講ᗙをし、依頼会員をቑやࡍ努力をࡍればࡍ

るど業ົ㔞はቑえていくというジレン࣐に㝗っている。 

 ⌧ᅾの基‽のままでは業ົ㔞に見合ったアドバイザーのయไの確保が困難となるため、㐠Ⴀ

㈝の支⤥要௳を㠃的に見┤し、アドバイザーの人員に応じた基‽としていただくとともに、

その๓提として、ᑓ㛛性が必要とされるアドバイザーの㓄⨨基‽をタ定し、アドバイザーのᚅ

㐝改善につなࡆていくことがồめられる。

アドバイザーの◊ಟ㈝の⿵助ࠐ

 アドバイザーには会員の調ᩚᙺとしてのࢥミࣗニケーࣙࢩン能力、会員の適性を見極めるࢥ

ーࢹネート力のか、ࢯーࢩャࣝ࣡ーク的なᑓ㛛性がồめられ、ຍえてセンター㐠Ⴀに関ࡍ

る΅力や࣐ネジ࣓ント力など、センター㐠Ⴀにはᵝ々なᑓ㛛性が必要とされることが明らか

になった一方で、㣴ᡂ講⩦やᑓ㛛◊ಟ➼の機会がなく、アドバイザーಶ人の⇕意や努力に依Ꮡ

しているのが⌧≧である。 

 そこで、ファミサポ事業のスタッフのᑓ㛛性の⥔持・ྥ上のために、㒔㐨ᗓ┴による◊ಟを

必㡲化ࡍるなど、定ᮇ的な◊ಟの機会を確保ࡍることが必要である。アドバイザーの㣴ᡂ㈝、

◊ಟ㈝などについても㐠Ⴀ㈝にྵめるべきである。 

㸦要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪㸧

る指㔪の⟇定ࡍの支援に関㓄៖の必要なᐙᗞࠐ

 ㏆ᖺ、活動ෆᐜが「相互援助活動」として一⯡の地域ఫẸが対応できるチᐜ⠊ᅖを㉸え、行

政から㓄៖の必要なᐙᗞの支援要ㄳが来るなど、提供会員の⢭⚄的㈇ᢸが想定されるሙ合

もある中、難しい依頼もᛌくᘬき受けてくれる一部の提供会員の善意に頼って依頼を受けてい

るのが実である。 

 そこで、要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪を確立し、ファミリー・サポート・センター事業

として対応ࡍべき支援のᯟ組みを明確にࡍる必要がある。 
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㸦活動報㓘の㔠㢠見┤し㸧

提供会員の活動報㓘の⿵助ࠐ

 提供会員が受け取る報㓘㢠に᭱低㔠㢠をタ定ࡍることとし、ྛ㒔㐨ᗓ┴の᭱低㈤㔠と同㢠と

は行わない。㸦依頼会員ࡆ連動性�。ただし、報㓘㢠㸦利用ᩱ㔠㸧は᪤Ꮡのままとし್上�るࡍ

の㈇ᢸቑとなり行うべきではないため。㸧 

 ᕪ㢠分は⮬యから提供会員に利用⿵助として支⤥ࡍる。⮬యの⿵助に対しては、㔠

のຍ⟬を新タして対応ࡍる。 

 困難事例の支援に関しては、๓㏙した要㓄៖ᐙᗞの支援に関ࡍる指㔪にἢって、支援の

ෆᐜに見合った利用支援ຍ⟬をቑ㢠し上ࡍࡏる。 

㸦講⩦会の実ಁ進㸧

⟭ಟのクඣຍ◊ࠐ

 提供会員の確保のための方⟇として、ཧຍ⪅層のᣑ大のために⌧ሙでも効果を上ࡆている

のが、子育て中の受講⪅がཧຍできるクඣきの講⩦会である。 

 そこで、提供会員㣴ᡂ講⩦はてクඣき講ᗙとし、クඣの⤒㈝に関しては、㔠のຍ

⟬により対応ࡍる。 

��ࠐ 時間 �㡯┠実のຍ⟬㢠をቑ㢠  

 提供供会員㣴ᡂ講⩦の᥎ዡカリ࣒ࣛࣗ࢟実について、大つᶍのセンターと比べ、小つᶍの

センター�会員つᶍ ��� 人ᮍ‶�において実⋡が低かった。アドバイザーが �人など少ない人

員యไで �� 時間 �㡯┠の講⩦を実ࡍるには、アドバイザーの業ົ㈇ᢸが大きいことが理

⏤と考えられる。 

 小つᶍセンターの限られた人員でも、�� 時間 �㡯┠の᥎ዡカリ࣒ࣛࣗ࢟を実し、ᅜ⤫

一基‽に๎った講⩦会の実による㉁の㧗い支援を実⌧ࡍる。実にかかる⤒㈝⿵助として、

㔠のຍ⟬㢠をቑ㢠ࡍる。 

ンࣛイン㛤ദの際の指㔪の⟇定࢜ࠐ

提提供会員㣴ᡂ講⩦の実ಁ進のための方⟇のࡦとつとして、ࢥロࢼ⚝により一⯡的となっ

た࢜ンࣛインでの講⩦会の㛤ദも認めることがጇᙜである。 

 ただし、࢜ンࣛインでの講⩦会実に関しては、講⩦の㉁の低ୗがᠱᛕされるところであ

り、࢜ンࣛインでの講⩦会㛤ദに関しての考え方や、Ᏺるべきෆᐜについて、ᅜにおいて指

㔪を⟇定し、講⩦会の㉁を確保ࡍる必要がある。

㸦㏦㏄による提供会員㊊の解ᾘ㸧

スとの連携・ษ᭰ಁ進ࣅ㏦㏄の代᭰サーࠐ

 ㏦㏄に関ࡍる基‽を明確化し㸦༴機⟶理の部分もྵめて㸧、より支援の必要性が㧗い依頼

をඃඛࡍる。その上で、安᫆なሿや⩦い事の㏦㏄での利用や提供会員に過度の㈇ᢸのかか

る㏦㏄の依頼➼に関しては、必要に応じ子育てタクࢩー➼の代᭰手ẁとの連携・分け➼を

行う。提供会員の確保もᮇᚅできる。 
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㸦依頼会員講⩦の実ಁ進㸧

⟭のຍ依頼会員◊ಟ会実ࠐ

 依頼会員のⓏ㘓の際に、◊ಟ会を実し、ファミサポ事業の「相互援助活動」として会員同

士の支え合いで行う事業であることを理解してもらった上で活動にධれるようにࡍる。 

 ◊ಟのෆᐜや方ᘧは、子育て中の依頼会員の㈇ᢸを考៖し、クඣ◊ಟとし㡸かりのయ㦂も

できるようにしたり、子育ての相ㄯ会の要⣲をධれたり、∗ぶもཧຍできるよう㛤ദ時間をタ

定したり、࢜ンࣛインで実したり、それぞれのセンターの≧ἣを踏まえ工夫して実ࡍる。

⤒㈝に関しては、実回ᩘに応じてຍ⟬をࡍる。 

㸦事業の認知度ྥ上㸧

での事業の周知・広報ࣝ࣋ᅜレࠐ

 事業のᅜ的な認知度の低さの改善⟇として、ファミサポの特ᚩである「相互援助活動」につ

いての理解を得るために、ᵝ々な፹యや手法を用いて効果的に広報を実ࡍる。 

ファミリー・サポート・センター事業は、子育てᐙᗞの₯ᅾ的利用ニーズに応え得る事業であ

り、提供会員となり得るᖺ代層の地域の子育て支援の意㆑を変える可能性も持った事業であ

ることを広く一⯡に周知し、事業のᅜ的な認知度をྥ上さࡏる必要がある。 

 テレࣅ &0 や新⪺グ事➼の࣐ス࣓ࢹアによる周知・広報や、ᅜの :(% サイトでの報Ⓨ信、

事業の関心を㞟めるイ࣋ント➼の㛤ദ、ならࡧにᅜ共通でえる広報ࢶーࣝとしてポスター

やパンフレット➼のసᡂ➼、ᵝ々な手法や፹యを活用ࡍる。 
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Ϫ ファミリー・サポート・センター事業の位⨨づけཬࡧ今ᚋのᅾり方

ᒱ㊰を㏄えたファミリー・サポート・センターࠐ

 ファミリー・サポート・センター事業は、地域における子育ての支え合いというࣛ࣎ンテ

ア⢭⚄をᑛ重した「相互援助活動」として行われてきた。子育てニーズに༶した柔軟な活

動が地域の子育て支援において重要性をቑし、ᅜの事業としてᮇᚅされ、➨✀♫会⚟♴事

業として♫会的㈐௵をᢸう事業となった。それにより、他の保育サーࣅスと同ᵝに保育の㉁

やᑓ㛛性の確保がᙜ↛のように要ồされᕷሙ࣋ースの利౽性がồめられるようにもなった。

ຍえて、ᅜや⮬యの子育て支援ไ度もᖺ々実し、ᵝ々な支援⟇がᡴち出され、ファミリ

ー・サポート・センター事業を取りᕳく≧ἣは大きく変化した。 

⌧ᅾ、事業を利用ࡍる依頼会員はᖺ々ቑຍし多ᵝな⫼ᬒや考え方を持つᐙᗞにおいてファ

ミサポが利用されるようになっている。会員の調査の結果、依頼会員の‶㊊度は㧗かった

が、‶㊊度の低い会員にとっては、「ᛴな対応ができない」ことや、「サーࣅス利用㛤始ま

での手続きが多い」、「なかなか提供会員との࣐ッチングができない」と౽さを感じてい

る合が㧗いことがわかり、ファミリー・サポート・センターを利用ࡍるにあたって、もっ

と利用⪅に౽利にえるようにࡍべき、というᕷሙ⩏が持ち㎸まれつつあることもྰ定で

きない。 

 また、困難事例の対応にᑓ㛛性がồめられる中、一部の提供会員の善意に依Ꮡして㈇ᢸ

の多い依頼を受けている一方で、㏦㏄に関ࡍる活動がቑえ、中でも利用ᩱ㔠が安いという理

⏤で安᫆にሿや⩦い事などの定ᮇ的な㏦㏄を依頼ࡍるケースに対応ࡍるため提供会員の確

保が一層難しい≧ἣになっているということにもつながっている。 

 ヒアリング調査からも、㛤タᙜ初にⓏ㘓した提供会員の㧗㱋化➼により、ᑗ来的な安を

ᢪえながら、多ᵝな依頼に対応している⌧≧において、相互援助活動としてのファミサポに

おける支援のあり方について思いをめࡄらࡏるアドバイザーが多く、まさに事業は「過Ώ

ᮇ」を㏄えていることがうかがえる。

 また、ファミサポの認知度は低く、「子育てᐙᗞの保ㆤ⪅層」と「提供会員となり得るᖺ

代層」のいずれに対しても周知があまりᒆいていないことが、一⯡にྥけたインターネット

調査で明らかになった。他人に子ども㡸けることに対して安感・ᢠ感が大きく、㡸ける

ことの一歩を踏み出ࡏない保ㆤ⪅が多いこともわかった。 

 しかし、このような≧ἣだからこそ、この活動がᮏ来持っている、同じ地域ఫẸ同士が子

育てを支え合い、互いの関わりの中で信頼関係を築き、地域のつながりをゆるやかに生し

ていくことの意⩏は大変重要であるとゝえる。今の時代にこそファミリー・サポート・セン

ターの₯ᅾ的ニーズは大きい。これからの地域の子育て支援において、ファミリー・サポー

ト・センター事業がᢸうべき支援の可能性について、᭦なる㆟論が必要である。 
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㸺センター�⮬య�で取り組ࡴことができる⌧ሙでの活動の工夫例㸼

༊分 工夫例 ෆᐜ 

提供会員の確
保 

提供会員ඃ㐝ไ度のタ 

・提供会員パスポート㸦ྛ✀ᘬやබ共タのඃᚅ
利用➼㸧のⓎ行などのඃ㐝ไ度のタ 
・提供会員のྡ่のసᡂ➼の࢜リジࣝࢼノࣝ࣋テ
グッズのసᡂ 
・᪤Ꮡ会員からの⤂ไ度のタ㸦ఱらかのインセ
ンテࣈไ度をタける㸧 

認知度のྥ上 
ファミサポࢹーのタ 
 ャンペーン事業のᒎ㛤࢟

認知度ྥ上のためにタし、関連イ࣋ントをྛセン
ターで実 
・⾲ᙲไ度�%HVW 提供会員、%HVW ペア➼� 
・య㦂ㄯのເ㞟・会報ㄅ➼でのᥖ㍕ 
 るࡍてもらい、㹎㹐ࡆアで取り上ࢹ࣓ྛ

周知・広報の 
ᙉ化 

周知・広報ࢶーࣝのᩚഛ
⮬యᅜまたは㒔㐨ᗓ┴の共通ポスター、パンフ、
リーフ、カードᆺ 35 ーࣝ、動画➼をసᡂ、活用ࢶ

ド࣓ࣗ࢟ンタリード࣐ࣛไస
ド࣓ࣗ࢟ンタリード࣐ࣛไస・ᨺᫎ。地域のケーࣈ
ࣝ 79、動画サイト➼でබ㛤 

㹑㹌㹑の活用 
ྛ✀ SNS をってファミサポの事業⤂、講⩦会
ෆ、活動⤂➼ 

యไᙉ化 
リクࣝーターᑓ用スタッフの
㓄⨨ 

アドバイザーとはูの「リクࣝータースタッフ㸦人
ᮦ確保のために動く⫋員㸧」を㓄⨨ 

提供会員の確
保 
㸦他組織との
༠力యไ㸧 

こども・保育関連Ꮫ部のある
大Ꮫとの連携 

保育士➼を┠指ࡍᏛ生とその⫼ᚋの保ㆤ⪅をターࢤ
ットにし、提供会員になってもらう。 

地域の業とのタイアッࣉ 
地域の業の &S5 として地域の子育て支援に༠力 
ձᚑ業員にファミサポを⤂ࡍる、ղὶ会にཧຍ
。る、ճ⿵助㔠を出し提供会員の報㓘➼にてるࡍ

⮬యとの連携㸦㊊ඖの取組㸧

小さいエリアでの広報の実に関ࡍる⏫ෆ会、⮬
会との༠力 
・⏫ෆ会での人ᮦの⤂依頼 ・ᙺ員のാきかけ
・回ぴᯈ➼でのチࣛࢩᥖ㍕ 

講⩦会の実 

提供会員の㣴ᡂ講ᗙの必㡲㡯
┠のᣑ 

子どものⓎ㐩の理解、子育てᐙᗞの理解、ࢥロࢼ
⚝を⤒て変化した子育てᐙᗞの実ែ➼多ᵝなニーズ
を取りධれ必㡲㡯┠をቑやࡍ。 

講⩦会のෆᐜの +3 での周知 
講⩦会のෆᐜをセンター㹆㹎で周知し、提供会員が
どのような講ᗙを受けてサポートにあたっているの
かも周知ࡍる。 

講⩦会の合同実、他センタ
ーの受講⪅受けධれయไの᥎
進 

小つᶍセンターの講⩦会の事ົᒁ㈇ᢸの㍍ῶ、会員
の受講機会のᣑ大 

㏦㏄の⿵ൾ 
⮬動㌴ᑓ用保㝤のຍධ・㈝用
⿵助 

⛣動ᑓ用⮬動㌴保㝤のຍධにより、⮬ᐙ用㌴をっ
た㏦㏄の㈺ൾ㈐௵保㝤による⿵ൾの適用㸦㈝用を⮬
యが⿵助㸧 

手続き改善 手続きのࢩステ࣒化、'; 化 
Ⓩ㘓⏦㎸᭩、活動報࿌᭩➼ド࣓ࣗ࢟ントのࢹジタࣝ
化、手続きの࢜ンࣛイン化、'; 化 

困難事例の 

連携యไ 

要対༠のᯟ組みの中での報
共有 

関係機関との連携の際のಶ人報保ㆤ 
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おわりに

ファミリー・サポート・センター事業についての調査研究も２年目を迎えることとなっ

た。アンケート調査結果をクロス集計やインターネット調査を用いての認知度調査を実施し

たことで、これまでとは違った角度からこの事業を検証することができた。 

 インターネット調査では、想定以上に事業の認知度が低いことに改めて現実の厳しさを感

じた。ヒアリング調査では、それぞれの地域の中で独自の進化を遂げ、同じ事業とは思えな

いほど個性豊かなさまざまなセンターの姿を知り、この事業の懐の深さを感じた。 

まさに、新たな発見の連続であった。 

なかでも、インターネット調査は、「子どもを預ける側」と「子どもを預かる側」それぞ

れを対象としたが、特に、「子どもを預ける側」の、「他人に子どもを預ける」ことに対す

る不安感・抵抗感が想像以上に多かったことに驚いた。「信頼できないから預けない」とい

う意見も多くみられた。子どもを預けることへのハードルを越えられず、子育ての負担やス

トレスを一人で抱え込む母親が依然として多いことが調査結果からもうかがえた。 

その一方で、対照的だったのがヒアリング調査での会員の方々の話である。提供会員と依

頼会員、多くが初対面から始まり、継続的なかかわりの中で少しずつ距離を縮めていった。

今や提供会員の存在が依頼会員の精神的な支えとなり、親子にとってかけがえのない存在と

なっている様子が温かな記憶とともに今でも思い出される。 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度が上がり、地域の人々が地域の子どもを見

守るこのしくみがもっと活用されることが望まれる。 

 児童福祉法等一部改正により家庭支援の充実が図られ、第二種社会福祉事業も数多く創設

されている。そして、この４月からは、こども家庭庁が発足する。国の政策の大きな転換期

を迎え、様々な新施策が打ち出される中、ファミリー・サポート・センター事業の存在意義

が問われることになると思われる。 

この事業が地域の子育ての支え合いの活動であるという特質を踏まえ、子育て支援事業に

普遍的な役割とファミリー・サポート・センター事業に固有の役割とを整理し、過度の期待

にならないよう、かつ、ファミリー・サポート・センター事業が持つ固有の役割・機能を大

切にした充実策について検討し、国、自治体、センターそれぞれの役割に応じた方策を講じ

ていくことが求められる。 

最後に、長かったコロナ禍も一区切りを迎えるというところ、インターネット調査に回答

くださった皆様、お忙しい中ヒアリング調査で現場での取組を聴かせてくださったアドバイ

ザーの皆様、活動中の会員として貴重なお話をいただいた会員の皆様、今年度も助成いただ

いた厚生労働省のご担当者の皆様、そして、令和３年度に続き、ご指導・ご示唆いただいた

柏女霊峰委員をはじめとする検討委員の皆様方、今回の調査に関わってくださったすべての

方々に対し、心より感謝の意を申し上げる。 
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